
まちづくり
自治会活動を
紹介します。

●

白岩団地自治会は、12月末で人口
212人（84世帯）の地域です。
自治会設立は平成20年。

夕涼み会（８月） 花植えで環境美化活動（6 月.12月）芋掘り（11月）

お問い合わせ
地域支援課
☎57-8503

★地区担当職員（５人）

白岩団地自治会

まちづくり

No12
　　昭和57年ごろから入居が始まった当団地では近

所づきあいもあまりなく、団地内の広場や周辺には

草木が茂り、ごみも散乱しているような状態でした。

このままではいけない、白岩団地として何らかの活

動を行っていこうとの声があがり「環境にやさしく活

力のある住みやすい地域づくり」「子どもからお年寄

りまで地域全体で交流する機会づくり」を目指した

自治会を発足してはや8年になりました。

　　当初から行っている主な事業は、避難訓練や防犯灯の管理など防災防犯活

動、広場の草刈りや花植えの環境美化活動、全住民対象の交流会などがあり

ます。山野草を食する会、夕涼み会、芋掘り大会兼敬老会などの交流会で振る

舞われる食材は、借り上げた隣接の休耕地で野菜やサツマイモを育て、山菜な

ども収穫し、それを活用しています。畑づくりから炊き出し訓練も

兼ねたこの活動は気軽に参加できるとあって、子どもからお年寄り

まで住民みんなが顔を合わせ、知り合うきっかけとなっています。

　　このような活動を継続したことで、団地内で不審人物を見かけ

たらお互い声を掛け合ったり、また、近隣の独居の方の姿を朝見か

けなかっただけで異変ととらえ、家の中で倒れているところを発見

し一命を取り留めたことなど、住民の連帯意識の高まりにつながっ

ています。

　　近年、各種行事に参加していた多くの子どもが成人になり地域

から巣立っていきましたが、この団地で住み育ち、我が故郷はここ

だと思える愛着が持てるまちづくりを目指していけば、自分たちがそうであったよ

うに定年後には地域活動に積極的に関わる後継者として戻ってきてくれると期

待しています。
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当初から行っている主な事

会長 野村　清さん会長 野村　清さん会長 野村　清さん

自治会の構成

役員(9人)
自主防災組織
健康推進員
班長4人

▲交流会で振る舞われる

　　食材。

　　ユキノシタ・タラの芽

　　ツワブキ・ウド・ワラビ

　　イタドリ・ノビルなど

まちのあかりをＬＥＤにしていますまちのあかりをＬＥＤにしていますまちのあかりをＬＥＤにしています

Ｌ  Ｅ  Ｄ  化事業
既存の防犯灯をＬＥＤに！

　町内会(自治会)などが電気料を支払って
いる防犯灯に限り、古くなった灯具（蛍光
灯、水銀灯など）を無料でＬＥＤに交換し
ます。（一度、申し込まれた町内会などは、再
申し込みの必要はありません）
　すでにＬＥＤになっている灯具につい
ての取り替えは右記の「防犯灯設置事業費
補助金」をご利用ください。
■対象団体
　町内会(自治会・協議会）
■提出物【★市が防犯灯の位置図を作成します】
　①お客様番号および防犯灯数が明記さ
れた電気料の領収書
　　（四国電力発行の口座振替済通知書など）

　②口座引き落としの場合は通帳
■提出先と期限
　地域支援課へ６月10日（金）までに提出
※すでに申請済みの町内会で「ＬＥＤ希望順位変
更」の場合は５月31日（火）までにご連絡ください

　町内会（自治会）などが管理する防犯灯
の新設・修繕に対して、必要度の高いもの
から補助金を交付します。
■対象団体
　町内会（自治会・協議会）
■補助対象事業（灯具はＬＥＤのみ）
　①防犯灯の新設
　②老朽化した木柱を鋼柱に更新
　③老朽・災害による灯具の取り替え・補修
　　　※蛍光球・水銀灯・白熱球への取り替えは対象外
　　　※木柱への立て替えは対象外
■補助率
　100％以内（上限あり）
　ただし、③でＬＥＤからＬＥＤの取り替えに対する補助
率は50％以内
■募集時期
　【新設】第１次締切り…５月末日
　　　　第２次締切り…11月末日
　【修繕】随時受け付け

　　香南市には、まちづくりを応援する補助金があり、利用を呼びかけていま

す。今回は、「防犯灯をＬＥＤに替える」など、４つの補助金を紹介します。

　　平成23年度から防犯灯の補助金として、市内の防犯灯を約10年計画で

すべてＬＥＤに交換し、環境に優しいエコなまちづくりを進めています。

　　防犯灯の新規設置や灯具交換の際には、補助金等を活用してＬＥＤに

交換していきましょう。皆さんのご協力をお願いします。

商工業の振興を目的とした装飾街路灯以外のものです。

古くなった灯具から順次ＬＥＤに交換 ！
防犯灯設置
事業費補助金

　　市民自らがまちづくりについて考え、地域の活性化を

目的とする活動に対して補助金を交付します。

■対象団体

　　香南市在住の活動者（３人以上）を含む各種団体・市

民サークル

■補助対象事業

　　地域全体の活性化を目指した活動など

　　※他の補助金の交付を受けるものや食料費などは補助対象外

■補助限度額…年間 １団体あたり、20万円

■補助率…補助対象経費の80％以内

集落公民館建設
事業費補助金

　　町内会（自治会）などが管理する集会所・公民館の建設や増

改築、災害などで壊れた場合、事業費が10万円以上のものに

対し、補助金を交付します。

■対象団体…町内会（自治会）

■補助対象事業・補助率…　①新築・増改築　75％以内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②内外部改造　 75％以内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③空調設備　　　 75％以内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④災害復旧　　　 95％以内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■募集期間…随時受け付け

市民主役の
まちづくり支援事業費補助金

※ただし、500万円を
　　超える部分は60％以内
※建築用地費は対象外

問い合わせ
地域支援課
地域振興係
　　５７－８５０３
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★蛍光灯に比べ、

　電気料もお得！

★虫の誘因も抑制

ま ち づ く り ノ ス ス メ

ＬＥＤ

（市が認めたもの）

平成28年4月から市内全域で
防犯灯が地域管理になります。
現在、旧町村ごとで異なっている
防犯灯の管理方法を統一し、地域
（町内会・自治会・協議会）で電気
代の支払いや修繕を行っていただ
きます。
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